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第7章 民主主義 とアメ リカ社会
依 田 博
は じめに=ア メ リカの悩み
建国の父たち(FoundingFathers)に 限らず、アメリカ合衆国を築いてきた人々は、大英
帝国ではかなえられなかった 「千年王国」 をこの地に築 こうとしたのであ り、この 「新世界」
でほぼ例外な く寝食を惜 しんで懸命に働 いたにちがいない。そうでなければ、建国から僅か150
年で世界の 「No.1」の社会にまで成 り上が ることができなかったであろう。
1980年 に私がはじめてアメリカの社会 を直に見る機会にめ ぐまれたとき、必ず しもすべ ての
アメ リカ人が 「寝食を惜 しんで懸命に働 いている」 とは思えなかった。その頃は、丁度 「メイ
ド・イン ・USA」 の評判ががた落ちしていた時であった。アメ リカにいるとき ぐらい 「アメ
車」に乗 りたいと思い、クライスラーの中古のステーションワゴン"ヴ ォラーレ"を 購入 した。
アイアコッカがクライスラー社の建 て直しのために乗 り込んできて最初 に開発させた自動車で、
彼 自身失敗作 と認めた代物だった。 もっともそれは帰国後に知 ったことだが。
一緒にいた知人が 「予備のエンジンオイル」 を積んでいないといけない、 と言う。その時は、
その言葉が何 を意味するのかよくわからなかった。 しばらく"ヴ ォラーレ"を 乗 り回して、何
気な くエンジンオイルをチェックしてみると、なん と随分 と減っているではないか。エンジン
が加熱す ると、ボル トとナットの精度が悪 くて完全に固定できずにその僅かな隙間か らエンジ
ンオイルが噴き出して しまうのだ。そういえば、ショールームに展示 してある新車の下に トレ
ーが置いてあったのを思い出 した。走ってもいない展示車でも、何かが漏れてしまう。知人は、
アメ車の中で も特に出来の悪い ものを 「レモン」と言 うと教 えて くれた。私は、"レ モン"を
買ってしまったようだ。
当時、 日本車などに較べたアメ車の性能の悪 さは、奇妙な事態 を引き起こしていた。私は、
知人からしきりに 「日本車 を購入するように」 と勧め られていた。 しか し、後で高値で売れる
日本製の新車は、輸入台数の自主規制により需要 に対 して供給が大幅に下回り、順番待 ちを余
儀な くされ購入まで1カ 月以上 も待たされる状態であった。中古車を狙 うしかない。その中古
車 も帰国時には購入時 とあまり変わらない値段 で売れるし、新車から1年 間乗った車なら新車
よりも高い値段がつ く場合 もある、 というのだ。まさに市場の原理が働いている。私の"ヴ ォ
ラーレ"も 値切 ったとはいえ4000ド ル(言 い値 は6000ド ル、 日本人に値切 られたのははじめて
の経験だ と言われた)、 それ と同 じくらいの修理費を費や して、帰国時に約1500ド ルほ どの値




できない、水曜 日のモノは中だるみで、金曜 日のモノは休み前で気 もそぞろでまた出来が悪い、
と陰口をたたかれていた。新車の車内か らボル トが落ちているのが見つかった、 というの もあ
った。'
すでに家電製品のほとん どは 日本製などの外国製品に席巻されていた。それまでは、「メイ











に高給 を勝 ちとり、残 りの大多数の人々は決め られた仕事のなかで適度に労働す る社会 となっ
ているように思えた。アメリカが独 り勝ちしていた1960年 代までは、このアメリカの実態は、
顕在化す ることはなかった。しか し、1970年 代に入って、特に1973年 の第一次石油危機 を契機
として日本や旧西 ドイツなどが、1980年 代 にはNIES、 そ してヨーロッパ各国が世界市場に参
入 してアメ リカと対抗す ることができるようになって、その実態が明るみに出たのである。
科学的管理法 もフォーディズム も、組織的合理性の追求の結果 として考案されたものだが、
それはまた労働力のさしたる高い質 を期待 しないシステムであるといってよいだろう。アメリ
カは、移民によって成 り立っている社会である。彼らの多 くは、言葉 も文化 も異なる背景 を持




背景が違 うために、それほ どの資質を必要 としない単純な生産様式 を開発する事情が働 いた。
アメ リカは訴訟社会 と言われるほど法律家が活躍す る社会であるが、文化的多様性 を下部構造
とすれば、それを法律的合理性 という上部構造で押 さえ込む必要があった。
しか しなが ら、美 しい生産様式 と高い労働力 とが組み合わさった生産過程は、同じ生産様式
で も低い労働力 と組み合わされたときよりも同 じ製品で も高品質の製品を生み出す と考 えるの
は自然であろう。技能オ リンピックのメダ リス トたちのなかで、かつては日本人が 目立ち、最







者の質の高さにある、 と聞いたことがある。 日本で修理点検 した艦船や航空機等は、アメリカ
で行 うとは見違えるほ どの出来上が りのよさであるという。航空自衛隊の戦闘機は、アメリカ
か ち購入するが、それ も日本 で組み立てられたもののほうが、アメリカで組み立てたものより
もはるかに故障が少ないとい う。
さて、異なった文化的背景 を担 う人々か ら構成された社会は、彼らを結びあわせ るためには、
標準的 ・合理的な社会の編成原理 を新たに創造す る必要がある。あるときは、「民族融和」政
策の多 くの場合がそ うであるように、ホス ト社会の編成原理 を他の集団に押 しつけるかも知れ
ない。あるいは、まった く新 しいものを考え出すこともあろう。経済活動では、先ほどあげた
生産様式がその一例 である。この様式は経済活動の 「規律」 として機能す る。他の社会活動で
は、 どのような 「規律」が形作 られたのであろうか。
II規 律の機能 しているアメ リカ社会
土曜の夜、ボス トンの郊外にあるナイ ト・クラブに数人の 日本の友人とでかけた。いかにも
いかがわしそうな小 さな ドアを開けて中にはいると、正面に舞台があり、それを囲むように40
ほどのテーブルが配置してある。舞台は、 イスに腰掛けたときの 目の高さよりもさらに下にあ
った。特等席 ともいえるテーブルには、つまりカブ リツキには、 クラブには場違いな黒っぽい
背広姿を身にまとった東洋人たちが、そして彼 らの話 し言葉か らす ぐに 日本人 とわかった人た
ちが陣取っていた。
舞台にむかって右側には、 ビリヤー ド台が置かれ、舞台に 目をくれることなくゲームに熱中
す る数人の白人がいる。その奥のカウンターでは、白人が小さなジョッキーを片手に賑やかに
騒いでいる。よく見 ると、ジョッキーは 日本では中ジョッキーだ。その向こうの壁にはボ トル
が少 しの無駄 もな く並べ立てられている。
ところで、 クラブに入るときに入場料 を払 うのだが、若い兄ちゃんが私たちの顔 をまじまじ
と見据えて、そのうちの一人に身分証明書 を見せ うと言う。 どうみたって30過 ぎの男が未成年
者 に見えた らしい。 日本人は、欧米ではお しなべて歳 よりも若 く見 られるので、こんなことは
珍 しいこ とではない。
スーパーや書店に行 くと、その雑誌コーナーでは、 日本に持ち込むことが禁 じられている雑
誌が置いてある。私 の目線から随分 と高いところに並べてあり、一番上の段など台を使わない
と手が届かない。
ヘ ビースモーカーの私は、タバ コを切 らすことができないので、どこへいってもまずタバ コ
の吸える場所はどこか、タバ コを売っている店は、 と辺 りを見回すのが習性になっている。ス
モーカー をほとんど見かけない大学構内が一番大変だ。タバ コの自動販売機などまず建物の外





寝酒 を切 らしたので リカーショップに行 く。夜遅いと、得体の知れない人間が店の外でたむ
ろしている。少年たちが多い。彼 らは、店に入ろうとする人に誰かれなく声 をかけて、酒を買
ってきて くれと言 う。 ここでも年齢を示す証明書がない と買えないのだ。アルコール類の自動
販売機など当然ない。
ラジエータの冷却水が噴 き出して身動 きがとれなかったことがある。高速道路の直線の見通
しのよい場所に自動車 を止め、子供 たちを自動車の窓から手を振 らせて、他の自動車に助けを
求めたことがあった。アメリカで自動車が故障 して誰かに助けを求めて も、助ける振 りをして
居直 り強盗に変身する者が少な くないので注意 しなさい とガイ ドブ ックにあったことを思い出
した。 こんなときに、 もし子供がいたなら彼らを目立つようにしたらよい、 というのは子供は
危険を感 じるとす ぐに泣き叫ぶ し、い くら強盗で も大人よりも先に子供を黙らせ ることができ
ないとあった。何 台もの自動車が私たちを無視 して通 り過 ぎ、 ようや く止 まって くれたのが真
っ赤なスポーツカーの ドライバー。彼のお陰で、駆けつけたレッカー車でカンサス ・シティに
向か う。3月 末の 日曜の出来事であった。
カンサス ・シティのモーテルの前にあったコンビニで家族の夕食をと行 くと、ビールがある。
サン ドイッチや ジュース と私の好 きなミラー ライフを6本 を買い、雪のちらつ く道を渡 ってモ
ーテルに戻 る。妻 も、 ビールを1本 ・2本 と開け、あっというまにすべてを空にしてしまった。
飲み足らないので、同じコンビニに行 き、今度はビールだけをレジに持っていったら、売れな
いという。何でや、 と問いつめ ると、今 日は 日曜 日なので酒は売れない、 と返してきた。ほん
の1時 間前にあんたか らビールを買ったではないか、あれはビールではなかったのか、それ と
も1時 間前は土曜 日だったのか。いやあの時は、東洋人など見たこともなかったので気が動転
し、 しかも雪の中を素足にビーチサンダルで来る奴はボー ト・ピープルで金 など持っていまい
と思いつつ も、やけに高そ うな食料を買 う怪しい奴にもかかわらず現金で払お うとしたので、
ます ます 日曜日であることを忘れて しまった、 と言 う。次の朝、朝食 を求めて店に行 くと、昨
晩 と同じ店員がいる。食料をレジに並べると、今 日は月曜 日なのでビールを売れるがどうか と
笑っている。アメリカのい くつかの州では、 日曜 日には酒 を売らないことが法律で制度化され
ている。
路上での飲酒も固 く禁 じられている。9月 の新学期 に新入生歓迎や級友 との再会 を祝 したパ
ーティがキャンパス近 くの各所で催 される。酒の酔いをさまそ うと、ふらっと外に出たときに、
ボ トルを片手にもっていようものなら、直ちに御用 となる。罰金を科 されたり、一定期問の奉




ま りつつあるように思える。サ ンフランシスコ郊外のサー ビスエ リアに10数 人の人捜 しのボス
ターが貼ってあった。・い うまでもなく、1年 間に万 を下 らない数の誘拐である。ポスターはほ
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ぼ全員が少女。成人女性 もいた。性犯罪は、性犯罪歴者のプライバ シーを保護 しない、 との連
邦議会の決定(い わゆる ミーガン法)を 受けて、その後に各州が彼 らに関する情報の公開に踏
み切 らなければならないほど深刻化 している。マニアによる幼児ポルノは取 り締 まっても取 り
締まってもインターネ ット上に現れ、モーバイル型パ ソコンの登場は、彼 らの行動をさらにゲ
リラ的に して、取 り締ま りをます ます困難iにしている。銃による殺人事件は、先進国のなかで
もアメリカで群 を抜いて多発 している。病死や老衰などによる死ではな く、これは 「強制 され
た死」である。後に、アメリカ社会の規律の崩壊の様子をみ ることにしたい。
III規 律の タガの外 れた日本社会
明治期以来、欧米の文化が 日本社会に流入してきた。欧米の知的生産物が近代 日本社会 に与
えた影響は計 り知れない。第二次世界大戦後では、アメリカ合衆国の影響が絶大である。その
発明はアメ リカではない ものもあるが、アメリカで実用化 され、あるいは大量生産 された品々
が 日本に入って きた。アメリカ との戦争で疲弊 しきっていた 日本人に とって、映画やTVド
ラマに見 るアメリカ社会の豊かさは憧れのまとであった。
明治維新から第二次世界大戦の敗戦までの期間、欧米の影響 を受けつつ も、「和魂洋才」の
言葉に示 されるように 日本の伝統文化はむ しろ揺 るぎないものであった。多くのシステムは、
形式を変.zた か もしれないが、その組織原理は伝統的な日本社会 を投影するものであった。
だが、敗戦は、日本人 を自信喪失の状態に追い込んだ。まず家庭が、つ ぎに地域が、学校が、
そ して企業 までもが教育力を失っていった。つまり社会全体が教育力を失ったのである。現在
の 日本では、「社会化」機能が広範囲で解体 している。若者たちが大人たちを信頼 していない
ことがなによ りもその解体の深刻 さを示している。大人たちが作 り、維持 し、依拠してきた生





集)を 売っている。今では社会に定着 したレンタル ・ビデオ ・ショップでは、アダル ト・ビデ
オ(AV)が 他の映画 とは分けられているものの、誰でもそのコーナーに入ることができ、小
さな子供で も手のとどく高 さに並べてある。最近でこそ11時 になったらタバ コや酒を自動販売
機で買 うことのできない。酒は随分 と前に 自動販売機で買うことができな くなったが、タバ コ
は比較的に最近そうなった。それでも深夜まで開いているリカーショップは、いかにも未成年
と思われる客に年齢を示す証明書の提示を求めているのであろうか。R指 定の映画 を上映 して
いる映画館 は、同様のことをしているのであろうか。ポルノ映画の上映館やパチンコ屋などに








サ ラリーマンの愛読書であ る週刊誌が、映画 『失楽園』の主演女優 ・黒木瞳や同 じ題名の







性の下着姿のある部分 をリアルに描いている。アメリカからの女子留学生のアパー ト探 しにつ
きあったことがある。ある女子大生専用のアパー トで、管理人の説明を聞いているうちに彼女
の顔がひきつってきた。門限は午後7時 。外泊 も原則 として禁止。外からの電話は午後9時 か
ちは受け付けない。こちらからの電話 も午後10時 以降は禁止。今のように携帯電話やPHSが
ない時代のことで、各部屋に電話を引 くことも禁 じられている。
彼女は、こんなアパー トに入る日本の女子大生は大人にな り切れていないか、あるいは 「バ
カ」に違いない、 と叫びだした。 とんで もない、彼女たちは とても賢い人たちだよ、や りかえ
す。ラブホテルは、別に夜 しかオープンしていないわけでもないし、朝か ら午後7時 まで、何
をしようとまった く自由だ し、「素直ぶ る」ことで、子供 を信 じ切った想像力のない親 たちは
喜んで彼女たちに仕送 りす る。外泊にしたって、女友だちの家に泊 まることにして彼氏のとこ
ろで一夜 を過ごす ことなんて、いとも容易いことだ。禁 じれば、その抜け道を探す。それを封
じると、別の道を探す。 どこかにある話だ。
選択の問題である。結果的には数少ない未成年者たちがタバ コや酒 を自動販売機で買 うに過
ぎないのだが、理論的には、彼 らの全員が購入す る機会が与えられている社会では、 自動販売
機 を設置す る人たちの利益が未成年者の喫煙や飲酒の機会 よりも重 視 される。夜の11時 に自動
販売機 を停止してもまったく無意味でしかない。その前に誰で も買えるのだか ら。この決定 を
す るのは、当然未成年者ではな く、有権者である大人たちである。
表現の 自由を求める声は、たとえば 「チャタレー裁判」などの知識人サイ ド、あるいは報道
の自由を強調するマスコミ ・サ イ ドで一貫 した主張である。 しか し、規制や規律が権力的に与
えられて きたために、いいかえれば社会の側にどのような規制や規律が必要であるかの了解 を
形成する風土が存在 しなかったために、表現の 自由を求める声は、権力 との闘いの側面が前面
に出すぎてしまい、社会の側にその声が共有され る間 もな く、なしくずし的に自由が拡張 され、








る人格的関与を強制 し、それに馴染めない人をつ まは じきにするために、外国人には とうてい
入 り込めない世界 をつ くり出している。アメリカの生産様式と随分 と趣を異にす る。
あるいは、「横並び主義」 も規律 として機能する。1980年 代の行財政改革で学校給食の コス
トが話題 となったことがある。確かに、民間の給食業者に較べ ると、学校の施設を利用 した給
食は割高である可能性がある。夏期休業 などの長期休暇中は、学校の施設やその入員は完全に
遊休化するが、民間業者の場合には、他 の販路を開拓す ることで、可能な限 り遊休化 しないよ
うに工夫することができる。それ以上に、戦後の貧困時代に始 まった給食そのものの時代的意
義が失われたとの理 由で、その ものを廃止する意見 もあった。だが、学校現場では、その意見
には消極的に反応する。 もし給食 を廃止す ると、弁当の豪華化合戦に家庭 を巻 き込み、弁当を
用意する家庭の負担 を著 しく重 くするというのである。制服廃止論 も同様である。 日本人には、
「横並び」 と称す る 「見栄の圧力」が重 くの しかか っているので、公的に基準を与 えられ ない
と、 自分たちで競って基準を高めに設定 して しまい、 ときとして際限がな くなる。「ほどほど」
を形成する自制力が社会に働かない。規律が抑制機能を果たさず、競い合わせる機能 を持 って
しまうのである。アメリカの小学校 に通 う子供たちは、 リンゴー個 と生パンー枚 を紙袋 に入れ
たもので構わないし、むろん豪華な弁当を持ってゆけば、単に軽蔑されるにす ぎない。
N民 主主義 と規律=民 主主義の難 しさ
これ まで、経済などの社会的な側面を検討 して きたが、政治 も規律の問題 と深 く関わってい
ることはい うまで もない。 というよ りも、政治の機能は、社会に規律を課すことで もある。政
治の決定が権威的であることは、その決定が社会 を拘束することを意味 している。たとえある
政策に反対す る者でも、それが正式な決定であれば、正式に覆 さない限 りは従わざるをえない。
民主主義は、政治が社会 に規律 を課す ときの一つの様式を指 し、決定の影響 を受ける者がそ
の決定に関与する権利 を保証 し、最 も深 く関与 した者、すなわち政治家は、自らの決定に拘束
され ることを要求す る(法 の支配)イ デオロギーである。
民主主義は、ナ ショナ リズムとともに近代国民国家のイデオロギーの両輪であった。多様な
民族 を糾合 して 「一つの国民」を形成するためのイデオロギー としてナショナ リズムが喧伝 さ
れ、国民国家の形成期 に繰 り返して行われた総力戦に 「国民」を動員する引き替えに 「民主主
義」 と称 して 「彼 らに分け隔てなく」政治的権利を与えた。国民は、政治的権利 を行使す る替
わ りに、「労働」、「納税」、そして 「兵役」の義務が与えられたのである。ロジェ ・カイヨワに
よれば、近代国民国家が戦争 と民主主義を通 じて効率的な中央集権体制を築 くにいたった(カ
イヨワ、1963/1975)。 戦争は、諸資源 を効率的に動員 しなければならないが、総力戦 となる
とその効率性の重要度は飛躍的に高ま り、官僚制の発達 を促 してゆ く。社会は、「出世民主主
義」(statusdemocracy)に よって活発な 「エ リー トの周流」 を起こし、有能な人材 を効率的
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に結びあわせて動員する合理的な組織の発展を促す。社会的地位 と連動す る経済的な機会 を平
等に分配す る出世民主主義は、政治的平等、すなわち政治参加の機会の平等の要求を刺激 し、
他方、総力戦の動員体制を必要 とする政府は労働 と兵役および納税の義務 を国民に課 して きた
見返 りにその要求を受け入れていった。ナショナ リズムは、動員体制 をより完全 なものにする
ためのイデオロギー として機能 した。
ナチ ・ドイツや大 日本帝国が好例 であるように、ナショナ リズムは一度暴走するとそれを止
めることは容易 ではない。旧ユー ゴスラビアの分解は、ナショナ リズムの解体ではな く、ユー
ゴ国民 を形作っていた諸民族がそれぞれのナショナ リズムを主張したことによって引き起 こさ
れた。この分解過程で生 じたことは、まさしくナショナ リズムの暴走以外のなにものでもない。
民主主義 もナショナ リズム と結びついて、総力戦 を戦 うイデオロギー として大いに力を発揮
したことは第二次世界大戦でのアメリカとイギリスが よく示 している。
今 日でこそ、ラセ ットによれば、民主主義は、その意思決定のコス トが割高なために、国家
が戦争に着手 しに くくさせている(ラ セッ ト、1993/1996)。 戦争に乗 り出すためには、議会
の承認が必要であ り、多様 な立場にある議員や政党 を説得 しなければならない。 リン ドン ・ジ
ョンソン大統領が トンキン湾事件 を捏造 しなければ、合衆国連邦議会はとうてい北ベ トナムに
対する米軍の爆撃を認めなかったに違 いない。湾岸戦争に百億 ドル以上の資金 を拠出す るため
に海部内閣は、矢の催促 をする米国政府に気 を使 いつつ も、国会の了解をとりつけるためには
時間をかけざるを得なかった。
意思決定 のコス トが割高になったのは、小子化 と戦争の リアルタイムでの映像が要因として
働 いている。小子化は、戦争によって跡取 りを失 う可能性 を高め、映像を通 じて紹介される戦
争は、 自分 の子供が撃たれる可能性 を知 るだけではな く、自分の子供が 「敵 を撃つ」可能性の
想像力を刺激す る。60年 を経過 したにもかかわらず、いまだに第二次世界大戦での悲劇の清算
がすんでいない現実があるように、戦争の犯罪性は、多 くの人々の心に深 く刻 まれている。か
くして、民主主義は、戦争 という大規模 な国家事業にとっては乗 り越えるべ き巨大な壁になり
つつある。
ところで、民主主義がよ く機能す る前提は、人々がその価値 と意義をよ く理解 していること
である。単 に、それは投票率の問題ではない。人々は、様々なレベルでの社会参加を通 じて民
主主義の価値 と意義を理解 してゆ く。学ぶのは、政治参加の権利はすべての市民に平等に与え
られていることに加 えて、組織や社会には リーダー とフォロワーがいることでもある。 どれほ
ど小規模 の社会で も、 たとえばアメ リカ民主主義 を語 るときに しば しば引 き合 いに出され る
「タウン ・ミーティング」でさえも、そこには、提案 した り、議事進行 をとりおこなう少数者
が存在 しているのである。彼らは、何 らかの正当な根拠があってそうしているのである。その
正当な根拠は選挙制度や輪番制のような制度に求め られようが、それが どのような根拠に基づ
いた としても、そこにはリーダーシップ とフォロワー シップの階層構造が存在 している。統治
構造は、この二つの政治的階層か ら成 り立つことは、直接であれ間接であれそれにかかわ りな
く政治の基本構造なのである。




らが状況を冷静に認識 し、判断 し、決断することを期待す るのは、非現実的である。プラ トン
がソクラテスの言葉 として語らせた、真理 を究めている哲学者でさえ 「望 ましい護民官」を選
ぶことに しばしば失敗す る、 との自戒の念があるように(プ ラ トン 『国家』)、誰が望 ましい リ
ーダーであるかを判断することは容易なことではない。シュンペータが指摘するように、現代
民主主義 とは、競争す るリーダーの中か ら等 しい政治的権利を与えられた有権者が選択す る手
続 きである。問題は、そこにある。フォロワーは、彼 ら自身の 「私的利益」を通 じてしか 「公
共利益」 を想像することができず、民主主義のもとでは私的利益が公共利益を浸食する事 態が
一般化す る可能性が高 く、政治の応答責任は、そのような想像力 を正当化する。政治家 も、そ
の地位 を安全 なものとするす るためには、有権者の、 というよりも票を確実にもたらして くれ
る組織 された有権者の 「私的利益」に反応 しがちである。現在の日本で注 目を集めている 「住
民投票」や 「首相の直接選挙」が組織 された有権者に対抗する手だてなのであろうが、あまり
に も性急な主張である。労働者参加型経営の危険性 もそこにあろう。いずれの場合 でも、フォ
ロワーの私的利益による公共利益の侵害を一般化することにしか寄与 しない。
民主主義が 「多元主義」 と結びついた とき、すなわち政治が市場化す るとき、私的利益によ
る公共利益 の浸食は加速 される。この状況 をローウィは 「利益集団 自由主義」と、オルソンは
「特権的集団」による政治過程の支配 と形容す る。市民の政治的平等 を原則 とする多元主義的
民主主義 は、政治の 「市場化」をもたらしたが、経済市場が独 占 ・複 占 ・寡 占 ・カルテル とい
った市場の歪みが存在 しない限 り 「厚生」(welfare)を 最大化することが可能であるように、
政治 「市場」も、個人もしくは集団が政治的影響力を等 しく配分 されるときに、政治の 「厚生」
を最大化す る。
現実 には、多元主義的民主主義の理論家であるダール 自身も認め るように、時間と空間 とを
問わず存在する政治 システムに共通する基本的な特徴がシステム内での政治的影響力の不平等
分配にあ り、それが政治の本質 となっているのである。むろん、この本質は支配 と服従 との間
の影響力の格差 を意味しているが、服従の側に存在する格差、いいかえれば服従す る側の間に
支配に影響 を与えることができる条件の格差が存在することが実際の政治なのである。アナー
キズムが空想的でしかないのは、人々 を完全に均質な存在 と暗黙に仮定 していることにある。
大人 と子供、若者と老人、男と女など、諸個人は均質な存在ではあ り得 ないのだ。
「経済」市場の論理は、市場への参加者の間に資源の動員力に格差があるときに、価値 の不
平等分配 を冷酷なまでに加速す る。社会主義計画経済が市場経済に移行 した ときに、「弱者」
の旧社会主義経済は、強者の先進資本主義経済によって蹂躙 されたことはよく知 られている。
外資に依存 して急速な経済成長をとげて きた韓:国が1997年 末に陥った経済的混乱も、国際的な
資本市場が さらに火に油 を注いだかっこうになっている。 この ままでは1998年 には100万 人単
位の失業者が出ると予想されている。マハ ティール首相の強力なリーダーシップの もとで力強
い経済発展 をとげてきたマレーシア も、国際的な市場 に翻弄されている。国際的な資本市場は、
必死になって経済成長を遂げようとす る発展途上国を 「温かい眼差 し」で見守るなどとい う要
素はもたない。市場の 「辞書」には、 「弱い者への配慮」 という言葉はないために、市場 で発
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生 した不平等を権力的に調整す る方法が とられる。
もし市場的 「政治」が 「経済」市場の不平等を調整することができないときには、なにがそ
れを行 うのであろうか。計画経済にそれ を期待することができないのは、そのあまりの非効率
のゆえである。それともハイエクやフリー ドマンたちのように基本的に調整不要 と主張す るの
であろうか。 それでは、現実に存在する不平等が市場経済を通 じて残酷なまでの水準にまで拡
大することによる社会不安 とそれに対処す るための政治コス トが大 きす ぎる。
ダールの多元主義的民主主義 を 「利益集団自由主義」 と批判 したローウィは、公共利益 を強
力に組織された私的利益が侵す歯止め として 「公共哲学」を強調するが、いいかえれば 「法の
支配」する顕教の領域 を密教のそれよりも大 きくせ よとの主張である。 ダール自身も、『民主
主義 とその批判者』で民主主義 と道徳 との関係 を強調す る。彼によれば、「多元主義的」民主
主義は、エ リー ト支配(彼 の言葉 では 「護民官支配」)よ りも、社会 における自由の総量が大
きい分、望 ましいと述べつつ、 自由な政治参加 は、「市民が道徳的かつ社会的存在 として人格
的に成長する」機会 となるべ きであ り、「道徳的に適切 な選択の領域での 自治」を実現す る機
会 となるべ きである(Dahl、1989、p.91)。
ダールが護民官支配 を批判す るときに、誰が護民官 としての道徳的資質 を備えているか を誰




ダウンズが逆転の発想で再定義 した リーダーシップ概念は教訓的である。すなわち、 リーダ
ー とは、その権力的地位 を安定させ るために、有権者の政策選好に自身を合わせていくもので
あって、 リーダーの理想や世界観に有権者 を引きつける努力を放棄する。大規模社会では、有
権者の数は数千万人を数 え、アメリカ合衆国では1億 人を超す。「彼 らを変 える」よりは 「自
分が変わった」ほ うが手っ取 り早 く、権力の安定化のためには費用最小なのであ り、それは一
見すると民主主義の政治責任の一つである 「応答責任」に適った行動である。そこには、古典
的なカ リスマ的 リーダーシップの姿はない。
全体の利益、聖 と俗、一般意思 と個別意思、国家理性、公共利益 と私的利益 といった用語法
にみ られるように、社会 を運営す るときに、それ らの概念の具体化 には、哲学者、政治学者、
そして政治家たちは頭 を悩ましてきた。実に悩 ましい問題なのである。民主主義は、 リーダー









む すび=ア メ リカの 心
ユ ナイ テ ッ ド ・テクノロ ジー社 が ウォー ル ・ス トリー ト ・ジャーナ ルに1979年 か ら掲載 を始
め た メッセー ジ広 告 は、全 米 で反響 を呼 び、 多 くのア メ リカ人の心 を とらえた。1987年 までの
間 に この広告 に寄 せ られ た手紙 は約69万 通、 リプ リン トの請求 は360万 通 に も及 んだ とい う。
1987年 に 日本語 で翻訳 出版 され た 『ア メ リカの心』(同書は英語 の原文 との対訳の形 をとってい
る)は 、1996年 に30刷 を数 えてい るほ ど、 日本で も多数 の読者 を得 て いる。私 の関心 を引 いた
のは、各 メ ッセー ジ広告 に付せ られて い る個 別 の反響 のデー タで ある。 メッセー ジの内容 は多
岐 にわた ってい るので、反響 デー タによ り、 どのよ うな内容 の メ ッセー ジにア メ リカ人が どの
程度 の反応 を示 したかがわか り、 彼 らの関心の所在 を知 ることでで きるとい えよ う。 デー タは、
日本 語の翻 訳書 に収 め られ てい る1979年2月 か ら1985年5月 までの 間の75の メッセー ジで あ る。
表 は、寄せ られ た手紙数 とリプ リン トの請求数 の多い10遍(表1と2)と それ ぞれ が少 ないほ
うの10遍(表3と4)の リス トで ある。
手紙数 と リプ リン ト数 とはほぼ 同 じ程 度の反響 を示 してい る。 多い反響 か ら、 ア メ リカ人が
大切 に しよう として きた価値 が見 えて くる。 まず、成功(ア メ リカン ・ドリー ム)に 高 い価値
を見 いだ し、 そのために は、勉 強 ・努 力 ・たゆ まぬチ ャ レンジ精神 が不可欠 であ ると説 く。 も
し成功 で きな くとも、平凡 な人生 にこそ真実 があ る、 あ るい は晩成 型の人生 もあ ると慰め て く
れ る。 なに よ りも、成功 をお さめ る人のほ うが圧倒 的 に少 数派 なのだか ら。 さ らに、 この 時期
のア メ リカが直面 して きたセ クハ ラや プ ライバ シーの侵 害が深刻 であ るこ ともわか る。
他 方、 ア メ リカが担 って きた平和 の創造 とい う 「人類 的課題」 に対す る反響 は思 いの ほか少
ない。 そ して、 その課題 を 「誠実 に」担 って きたア メ リカの英雄 は、 もはや人々 の心 を衝 き動
かす こ とはな い。 表に は現れ てい ないが、1979年6月 に掲 載 され た 「ジ ョン ・ウェ イン賛 歌」
もはか ばか しい反響 を集 め なか った。ア メ リカ開拓時代 の 白人のフ ロンティア精神 を俳優 とし
て演 じて見せ た この英雄 は、 その晩年、ベ トナム戦争や ア メ リカの核 開発 に積極 的 な支持 を表
表1ア メリカ人の心(手 紙数の 多い10遍)









子供へのメッセー ジ(実 は子供 の躾)20,360116,3751983.3
前進19,48162,8671984.1
出所:『 アメリカの心』 より筆者が作成。以下同 じ。
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表2ア メ リカの心(リ プ リン ト数の多い10遍)











明 したのは、 ア メ リカ的 な ものが失 われつつ あ るこ とを感 じとった彼の あせ りの表れ なので あ
ろ う。 アメ リカ人は、世界 の警察 としての ア メ リカの使命 を脱 ぎ捨 て よ うとしてい るか の よう
に思 える。
75遍 の メ ッセー ジを通 じて、 もっ とも多 く取 り上げ られ た もの は、 子供 たちの甚だ しい学力
の低 下 と躾 の システムの衰退 を嘆 くもの、ア メ リカ人 の 自信 を回復 させ よ うとして 自らを叱咤
激励 す る もの、 フ ロンティア精神 の復活 を願 うもの、 な どで あった。
かつてニ ュー ズ ・ウィー ク誌に掲載 され た漫画 に、 ア メ リカの子供 た ちの頭 の中は フ ッ トボ
ー ルや野球 の よ うなス ポー ツの英雄 と人気 ア ニメの主人公 が詰 まってお り、 アジアの子供 た ち
の頭の 中には数学や科 学の知 識が詰 まって いる様 子 を描 いた ものが あ った。 アメ リカの子供 た
ちの学力の低 下 を皮 肉 った ものだ。 自由なア メ リカの教育 の も とでは、た また ま先生 と波長 の
あった少数 の学力 を伸 ばす こ とがで きた子供 たち と、例外 的な運動能 力に恵 まれ た子供 たちが
ア メ リカ ン ・ドリー ム を夢見 る ことが で きる。 もっ と も教育 の手間が かか るの は、学 力 を伸 ば
す こ とがで きな いでい るか、 あ るい は例外 的 な運動 能力 に恵 まれ ない子供 たちの教育 であ り、
それ を行 って こそ教育 の真 価が ある はず なの だが、 ア メ リカの学校 は、 その教育 を怠 って きた。
経 済的合理 性 を重ん じるア メ リカ社 会 では、成功 が不 確実 で コス トのかか る行動 は回避 され る。
表3ア メリカ人の心(手 紙数 の少ない10遍)













表4ア メ リカの心(リ プ リン ト数の少ない10遍)
テーマ 手紙数 リプリント数 掲載年 月










「個性 を伸 ばす 」名 目で、実 は、教 育 を怠 って きたの であ る。 この メ ッセー ジ広告 は その こ と
に気づ いて いる ようには思 え ない。
ア メ リカ社 会 は、近代主義 精神 に満 ち溘 れてい た。個 人 は精神 的に 自律 し、他 者 に よる強制
を必要 とせ ず に主体 的 に行動 し、 コ ミューナ ル ・ア クシ ョンに も積極的 に参加 す る。 これが理
想 のア メ リカ人 であ る。 リー スマ ンは、 この ようなア メ リカ人 の性格 を 「内部指 向型」 と表現
した。彼 自身 は、 その性格 を 「理想 」 とは しなか ったの だが、 『孤 独 な群 衆』 の読者 は そ う受
け取 って しまった ら しい。 リー スマ ンは、 「他 人指 向型」 の性 格 に平和 と調和 を求め る傾 向性
を見いだ し、攻撃 型の 内部指 向型 人間 を理想 とみ なす ことに反対 して いる。
私 は、新 た な社 会 的性 格 の型が あ る とみ て いる。 それは、厂漂 う人格 」 とで もい うべ き 「無
指 向型」性格 であ る。人生 の 目標 を見 失い、社会 は必ず しも自分 を活か しては くれ ない と感 じ
てい る人々 は、他 人 もそ して 自分 自身 をもただ単に消費 の対象 としかみ るこ とはで きな くなっ
てい る。
ア メ リカは、少数 の攻撃 的な 「内部 指 向型」性 格の 人間が あ くせ くし、 多数 の 「他 人指向型」
と 「無指向 型」性格 の人間 が社会 の 中で漂 ってい る社 会 であ る。 これが 多元主義 的民主主義 の
帰結 であ るな らば、 その帰結 を受 け入 れ るべ きなので あ ろうか。
しか し、 民主主義 イデ オロ ギー は、 国の境界 とい う矛盾 に直面 してい る。 このイデ オロギー
が、政 治の決 定 の影響 を受 け るもの はその決定 に関与す る権 利 を保証 す る もの であ る限 り、 あ
る国家 の決定 が他 国に影響 を与 える国際社 会 の常 識に鑑 み、 た とえばア メ リカや 日本 の行 政 の
長 の選 択に他 国 は 口を挟む こ とが で きないの は、 この イデオ ロギー の原則 に反 し、 イ ンター ネ
ッ トは、 この原則 を地球規模 で徹 底 させ る可能性 を秘め てい る。 この とき、経済合理 性以外の
規律 を欠 いてい る民主主義 システム は、世 界 に何 をもた らす の であろ うか。
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